
 

令和３年度 湯梨浜町人権意識調査 
 

 

「住みやすく 魅力と活気あふれる 愛のまち」 
をめざして 

 

 

 

 

 

◆ 封筒のあて名の方、ご本人がお答えください。 

（この調査は無記名ですので、お名前を記入していただく必要はありません。） 

◆ １ページ目から質問に従って、あてはまる選択肢の番号に○をしてお答えください。 

選択肢の中の「その他」の番号に○をされた方は（  ）に具体的内容を記入してください。 

◆ ご記入いただいた調査票は、同封の返信用封筒に入れて、令和３年６月１０日（木）まで 

に郵便ポストへ投函
とうかん

してください（切手不要）。 

◆ この調査についてご不明な点などがありましたら、ご連絡ください。 

 

［問い合わせ先］ 

湯梨浜町教育委員会事務局 生涯学習・人権推進課 

（〒６８２-０７２３ 湯梨浜町大字久留１９－１） 

電 話：085８－３５－５３６９ 

ﾌｧｸｼﾐﾘ：085８－３５－５３８７ 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご記入にあたってのお願い 

《このアンケートの文章
ぶんしょう

を読
よ

むことがむずかしい方
かた

へ》 

ご家族
か ぞ く

など、どなたか親
した

しい方
かた

に代読
だいどく

してもらってお答
こた

えいただくか、

上記
じょうき

の問
と

い合
あ

わせ先
さき

までご連絡
れんらく

ください。 

令和３年５月 

湯 梨 浜 町 

湯梨浜町教育委員会 

 



 

 1 

 

はじめに、お答えいただいた結果を統計的に分析するため、あなたご自身のことについて 

おたずねします。 

それぞれ、あてはまるもの１つの番号を、○で囲んでください。 

  

１  男 

○ あなたの性別は 

１  男性 

２  女性 

３  その他 

 

○ あなたの年齢は（令和３年 5月 2０日現在） 

        １  16～19歳 

２  20～29歳 

        ３  30～39歳 

        ４  40～49歳 

        ５  50～59歳 

        ６  60～69歳 

        ７  70歳以上 
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１．暮らしや社会における私たちの人権について、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

基本的人権について 

問１ 「人権」は、すべての人が人として尊重され、幸せに生きるために保障されている権利のこと 

です。あなたは「人権」について、どのようなイメージ（印象、感想）を持っていますか。あては 

まるものを１つずつ選んで、○をつけてください。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の人権について 

問２ あなたの人権は守られていると思いますか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

差別と人権侵害について 

問３－① 過去５年間ぐらいの日常生活の中で、あなた自身が差別や人権侵害を受けたと思った 

ことがありますか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

① 【重要である】 

１  そう思う 

     ２  そうは思わない 

３  どちらともいえない 

 

②【わかりやすい】 

     １  そう思う 

     ２  そうは思わない 

     ３  どちらともいえない 

 

③【自分に関係が深い】 

１  そう思う 

     ２  そうは思わない 

３  どちらともいえない 

 

１  そう思う 

２  そうは思わない 

   ３  どちらともいえない 

   ４  わからない 

 

１  よくある 

 ２  たまにある 

   ３  ほとんどない 

  ４  まったくない 

   ５  わからない 

 

問３－②へ 

問４へ 
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１  名誉・信用の毀損
きそん

、侮辱 

２  暴力、脅迫、強要 

３  差別待遇（人種・信条・性別・社会的身分などによる不平等・不利益な取扱い） 

４  地域などでの嫌がらせやいじめ 

５  職場や学校での嫌がらせやいじめ（パワーハラスメントを含む） 

６  家庭内での暴力や虐待 

７  プライバシーの侵害 

８  インターネット上の掲示板や SNSなどへの不適切な書き込み 

９  セクシュアル・ハラスメント（性的嫌がらせ） 

10  ドメスティック・バイオレンス 

（DV：配偶者や恋人などからの身体的・精神的・性的な暴力） 

11  ストーカー行為（特定の人からのつきまとい） 

12  答えたくない 

13  その他（                                                         ） 

 

１  家族や親戚 

２  友人、職場の同僚 

３  職場の上司や事業主 

４  職場の人権担当相談員 

５  学校など（こども園、保育園を含む）の教職員等 

６  民生委員・児童委員など地域の人 

７  弁護士などの専門家 

８  国や県、市町村の人権相談窓口 （電話相談やメール相談を含む） 

９  ８以外の相談機関 （法テラス（※）、NPO等） 

10  インターネット上の友人・知人 

11  自分で処理（解決）する 

12  何もしない 

13  その他（                                                                 ） 

問３－② 問３－①で１または２を選択された方におたずねします。 

それはどのようなことですか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ あなたは、自分や家族が差別や人権侵害を受けたとき、誰に相談したいと思いますか。 

    あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※「法テラス」……法的なトラブルを抱えた人に解決へのきっかけとなる情報やサービスの提供を行う 

法人 
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差別を見聞きした経験について 

問５ あなたは、過去５年間に、次にあげる人に対して、差別的な言動やしぐさ、落書きなどを直接 

見聞きしたことがありますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。 

 結
婚
で
の
反
対 

就
職
時
や
職
場
で
の
不
利
な
扱
い 

差
別
発
言 

差
別
落
書
き
や
差
別
投
書 

住
民
と
し
て
の
交
流
や
付
き
合
い
を
避
け
る 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
不
当
な
書
き
込
み 

身
元
調
査
や
問
い
合
わ
せ
な
ど 

① 同和地区（被差別部落）の人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

障
が
い
の
あ
る
人 

② 身体障がい（※）のある人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

③ 知的障がい（※）のある人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

④ 精神障がい（※）のある人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

 ⑤ 発達障がい（※）のある人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑥ アイヌ先住民族  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑦ 在日韓国・朝鮮人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑧ 日本で暮らす外国人 

（在日韓国・朝鮮人を除く） 
 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑨ 病気（ハンセン病、ＨＩＶ等）に 

かかわる人やその家族 
 １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑩ 刑を終えて出所した人  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑪ 犯罪被害者やその家族  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

⑫ 性的マイノリティ（少数者）（※）  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７ 

※「身体障がい」……肢体
し た い

不自由、視覚障がい、聴覚障がいなど身体の障がい 

※「知的障がい」……知的な能力が年齢相応に発達していない障がい 

※「精神障がい」……統合失調症など精神面の障がい 

※「発達障がい」……自閉症、注意欠陥
けっかん

多動性障がい、学習障がいなど、対人関係、行動、学習などにおいて 

発達の偏りなどによる困難性がある障がい 

※「性的マイノリティ」……性同一性障がい、同性愛者、両性愛者など 

どのような内容で 

だれに対して 
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１  同和問題に関すること  

   ２  男女共同参画に関すること 

   ３  障がいのある人に関すること 

   ４  子どもに関すること 

５  高齢者に関すること 

６  在日韓国・朝鮮人に関すること 

   ７  日本で暮らす外国人（在日韓国・朝鮮人以外）に関すること 

   ８  病気にかかわる人やその家族に関すること 

   ９  性同一性障がい者や同性愛者などの性的マイノリティ（少数者）に関すること 

  10  インターネットによる人権侵害に関すること 

1１  個人のプライバシー保護に関すること 

1２  刑を終えて出所した人に関すること 

1３  犯罪被害者やその家族に関すること 

1４  1～1３以外の人権問題に関すること  

（具体的に                                                    ） 

  1５  差別や偏見が存在しているとは思わない 

15 わからない 

 

 

町内の人権課題について 

問６ あなたは、町内において、どのような人権課題があると思いますか。あてはまるものすべてに 

〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身元調査（結婚）について 

問７ 結婚のとき、家柄・財産・家族の仕事や地位などの身元調査をすることを、あなたはどう思い 

ますか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 
 

人権問題への取り組みについて 

問８ 人権問題についての理解を深め人権意識を高めるために、特にどのような取り組みが必要 

だと思いますか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

１  差別や偏見につながる社会の慣習や仕組みを改善する 

   ２  家庭教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努める 

   ３  学校教育の中で、人権を尊重する心を育てるよう努める 

   ４  行政が、人権意識を高めるための啓発活動などを積極的に推進する 

   ５  自治会などが、地域における人権尊重に向けた取り組みを充実させる 

   ６  企業や職場などで、人権に対する取り組みを充実させる 

   ７  人権意識は十分高まっており、これ以上の取り組みは必要ない 

   ８  個人の意識の問題であり、他人が介入する必要はない 

   ９  どう取り組んでも変わらない、あるいは必要でない 

10  その他（                                                           ） 

 

 

１  当然である    

  ２  おかしいと思うが、自分だけ反対しても仕方がないと思う 

  ３  間違っていると思うし、すべきでない 

  ４  わからない 
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１  町民意識を高めるための啓発活動などを積極的に推進する 

２  こども園や保育園において、人権保育を充実する 

   ３  学校において、人権に関する教育を充実する 

   ４  人権が侵害された人や社会的に弱い立場にある人のための相談体制を充実する 

   ５  企業・NPOなどの団体による、人権尊重に向けた取り組みを支援する 

   ６  企業や職場などで、人権に対する取り組みを充実させる 

   ７  公務員など公的機関に勤める職員に対して、人権意識を高める研修を充実する 

   ８  人権が侵害された人の救済・支援を充実するための法整備を充実する 

   ９  人権は十分に尊重されており、新たな取り組みは必要ない 

  10  わからない 

  11  その他（                                                          ）  

 

１  10回以上参加した 

２  ５～９回参加した 

    ３  １～４回参加した 

４  参加したことがない 

１  町・町教育委員会・町人権教育推進協議会が主催したもの 

     （人権教育推進大会・人権教育町民のつどい・人権教育座談会など） 

    ２  県・県教育委員会・県人権教育推進協議会などが主催したもの 

         （人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会、とっとり県民カレッジなど） 

３  町内会、自治会、女性団体、高齢者クラブなどの地域の団体が主催したもの 

４  企業や職場、学校が主催したもの 

５  こども園・保育園や小中学校ＰＴＡが主催したもの 

６  その他（                                                          ） 

 

行政施策について 

問９ あなたは、人権尊重社会を実現するためには、行政の施策として、特にどのようなことが必要 

だと思いますか。あてはまるものを３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．こども園・保育園、学校や地域、職場などでの教育・啓発活動について、あなたのお考えをお聞 

かせください。 

 

学習機会について 

問 10－① あなたは、過去５年間に人権問題に関する講演会や研修会、地域の学習会などに参 

加しましたか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

問 10－② 問 10－①で１～３を選択された方におたずねします。 

あなたが参加された講演会・研修会を主催していたのはどこですか。あてはまるものす 

べてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10－②と③と④へ 

問10－⑤へ 
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１  人権教育について正しい理解を持ちたいと思ったから 

   ２  講師やテーマに興味があったから 

   ３  町内会などの役員になっていたから 

４  自分自身に係る問題として取り組みたいから 

５  参加割り当て（動員）があったから 

６  勤務先や学校での研修だったから 

７  知人などに誘われたから 

８  PTA研修だったから 

   ９  その他（                                                           ） 

１  自分の人権と同じように、他人の人権についても大切にしたいと思った 

２  差別や人権侵害をなくすために、自分も何かしなければならないと思った 

３  差別や人権侵害の実態がよくわかった 

４  もっといろいろな人権侵害について学習を深めたいと思った 

５  人権問題は日常の生活や仕事と深くかかわっていることがわかった 

６  日常生活の中で、自分も差別の解消に向けて何かできることがあるとわかった 

７  話が難しくてよくわからなかった 

８  話がきれいごとすぎると思った 

９  すでに知っている内容でつまらなかった 

10  その他（                                                           ） 

 

１  そのような学習会や講演会、研修会が行われていることを知らなかったから 

２  参加したかったが都合がつかなかった 

３  いつもと同じような話でつまらないから 

４  テーマについて興味がないから 

５  人権問題全般について関心がないから 

６  人権について十分に理解しているから 

７  その他（                                                          ） 

問 10－③ 問 10－①で１～３を選択された方におたずねします。 

主にどのような理由で参加しましたか。あてはまるもの２つまでに○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10－④ 同じく問 10－①で１～３を選択された方におたずねします。 

参加してどのような感想を持ちましたか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10－⑤ 問 10－①で４を選択された方におたずねします。 

参加しなかった理由について、最もあてはまるもの１つに〇をつけてください。 
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１  講演会・研修会・講座など 

２  各集落ごとの人権教育座談会 

３  各種交流会・懇談会（ＰＴＡなど） 

４  体験型参加型学習（ワークショップなど） 

５  映画やビデオ・DVDなどの視聴 

６  広報誌・パンフレット・ポスターの作成 

７  障がいのある人や高齢者、外国人などとの交流会の開催 

８  障がいのある人や高齢者の疑似体験 

９  テレビ・ラジオなどのマスメディア利用 

10  その他（                                                        ） 

 

１  同和問題に関すること  

２  男女共同参画に関すること 

   ３  障がいのある人に関すること 

   ４  子どもに関すること 

   ５  高齢者に関すること 

   ６  アイヌ先住民族に関すること 

   ７  在日韓国・朝鮮人に関すること 

   ８  日本で暮らす外国人（在日韓国・朝鮮人を除く）に関すること 

９  病気にかかわる人やその家族に関すること 

１０  性同一性障がい者や同性愛者などの性的マイノリティ（少数者）に関すること 

1１  インターネットによる人権侵害に関すること 

1２  個人のプライバシー保護に関すること 

1３  刑を終えて出所した人に関すること 

  1４  犯罪被害者やその家族に関すること 

  1５  東日本大震災による被災者に関すること 

1６  その他（                                                              ） 

学習方法や啓発活動について 

問 11 あなたは人権問題について理解を深めるためには、どのような学習方法が有効だと思いま 

すか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習したい人権問題について 

問 12 同和問題をはじめとするさまざまな人権問題について理解を深めるため、あなたが学習し 

たいテーマについて、あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 
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１  父母や家族から聞いた 

２  近所の人から聞いた 

３  学校の友達から聞いた 

４  職場の人から聞いた 

５  学校の授業で教わった 

６  講演会や研修会などで聞いた 

７  県や市町村の広報誌で読んだ 

８  テレビ・新聞・本などで知った 

９  インターネットなどで知った 

10  おぼえていない 

11  その他（                                                           ） 

 

１  自分自身に係る問題として、その解決のために努力したいと思う 

２  同和地区の人々の気持ちや立場をもっと理解したいと思う 

３  自分は差別意識を持っていないので、自分には関係ない問題だと思う 

４  同和問題は同和地区の人たちの問題だから、自分とは関係ない問題だと思う 

５  自分自身の問題として捉えられず、同和問題の解決に消極的だと思う 

６  立場上取り組んでいるだけだと思う 

７  その他（                                                            ） 

 

３．同和問題について、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

認識について 

問 13 あなたが「同和地区」や「同和問題」について初めて知ったのは、いつごろですか。 

あてはまるものを１つに〇をつけてください。 

 
 

問 14 問 13で１～６を選択された方におたずねします。 

あなたが「同和地区」や「同和問題」について初めて知ったのは、どのようにしてですか。 

あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分とのかかわりについて 

問 15 あなたは、「同和地区」や「同和問題」についてどのように考えていますか。あてはまるもの 

１つに〇をつけてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１  小学校に入る前 

２  小学生のころ （７歳～１２歳） 

３  中学生のころ （１３歳～１５歳） 

４  高校生のころ （１６歳～１８歳） 

５  １９歳以降  

６  おぼえていない 

７  「同和地区」や「同和問題」を知らない          問 22へ 

 

問 14へ 
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１  結婚を考えるとき 

２  土地や家などの財産を購入するとき 

３  就労・雇用するとき 

４  職場や学校でつきあいをするとき 

５  隣近所でつきあいをするとき 

６  町内会、自治会、ＰＴＡ、女性団体、高齢者クラブなどの団体で活動するとき 

７  友だちづきあいをするとき 

８  気にしない 

９  その他（                                                            ） 

 

 １  見聞きしたことがある               問 17－②へ     

２  見聞きしたことがない               問 18へ 

１  地域や職場、学校、家庭内などでの差別的な言動 

２  建物などへの差別的な落書き 

３  インターネット上での差別的な表現など 

４  雑誌などでの差別的な記事 

５  その他 （                                                           ） 

 

１  その人の考え（間違い）を正すように努力する 

２  一応、間違いを指摘するが、あまり深入りしないようにする 

３  発言した人と気まずくならないように、そのままにしておく 

４  身近な人や関係機関に相談する 

５  その他（                                                           ） 

 

問 16 あなたは、どんなときに「同和地区」や「同和問題」について意識しますか。あてはまるもの 

すべてに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17－① あなたは、過去５年間で同和地区の人々に対する差別的な発言や行動を直接見聞き 

したことはありますか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

問 17－② 問 17－①で１を選択された方におたずねします。 

その見聞きした差別的な発言や行動は、次のうちどれですか。あてはまるものすべてに 

〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

差別行為への対応について 

問 18 あなたの周りや親しい人の間で、同和地区の人々に対する差別的な発言や行為を見たり、 

聞いたりした場合、どうされますか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 
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１  同和地区の人々に対する差別意識が現存している 

２  同和地区出身の人との結婚に対する差別意識がある 

３  同和地区に土地や家を購入することに抵抗がある 

４  生活環境がまだ不十分である 

５  就労や教育面に格差がある 

６  部落差別は解消しており特に課題はない 

７  わからない 

８  その他（                                                         ） 

 

１  差別意識をなくし人権を大切にする教育・啓発活動を推進する 

２  相談体制を充実する 

３  身元調査お断り運動（※）を推進する 

４  同和地区の人に対する支援を充実する 

５  部落差別は解消しており、特に必要ない 

６  そっとしておけば、差別は自然になくなる 

７  わからない 

８  その他（                                                            ） 

 

１  同和地区出身の人であるかないかに関係なく、子の意思を尊重する 

２  自分としてはややこだわりがあるが、子の意思を尊重する 

３  自分としては反対だが、子の意思が強ければ仕方がない 

４  自分としては反対しないが、家族や親せきの反対があれば、結婚は認めない 

５  自分は反対であり、絶対に結婚は認めない 

６  わからない 

７  その他（                                                            ） 

 

結婚について 

問 19 あなたに未婚の子がいると仮定して、その子が同和地区出身の人と結婚しようとする場合、

あなたはどのように対応しますか。あてはまるもの１つに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題と解決について 

問 20 あなたは、同和問題において、どのようなことが課題だと思いますか。 

      あてはまるもの２つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21 あなたは、同和問題を解決するためには、特にどのようなことが必要だと思いますか。 

あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「身元調査お断り運動」…結婚や就職に関する身元調査など、差別意識や偏見に基づいて行われる 

身元調査は重大な人権侵害行為であり、これをなくしていこうという運動 
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１  障がいのある人への理解や認識が十分でない 

２  職場や学校などで嫌がらせやいじめを受ける 

３  道路や交通機関、建物の段差などにより、外出・利用するのが不便である 

４  自立や社会参加に向けた教育の機会が十分に保障されていない 

５  就労の機会が少ない 

６  就職・職場で不利な扱いを受ける 

７  福祉サービスや制度が十分でない 

８  アパートなど賃貸住宅への入居を拒否される 

９  宿泊施設、店舗などへの入店や施設利用を拒否される 

10  スポーツ・文化活動や地域活動への参加に配慮がされていない 

11  じろじろ見られたり、避けられたりする 

12  特に問題だと思うことはない 

13  わからない 

14  その他 （                                                          ） 

 

１  障がいのある人への理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進する 

 ２  相談体制を充実する 

 ３  医療やリハビリテーション・介護のサービスを充実させる 

 ４  就労系事業所の充実など就労支援や就労機会の確保を図る 

 ５  スポーツ・文化活動など、余暇活動への参加に配慮する 

 ６  障がいのある幼児・児童・生徒に対するきめ細やかな教育を充実する 

 ７  障がいのある人とない人との交流を促進する 

 ８  道路や建物などの施設・設備について、ユニバーサルデザイン（※）に基づいた 

改修・整備を進める 

 ９  手話などのコミュニケーション支援を充実する 

10  介助者が仕事と介助の両立ができるよう社会環境を整備する 

11  現在の施策
せ さ く

で十分であり、特に必要ない 

12  わからない 

13  その他 （                                                          ） 

 

４．障がいのある人の人権について、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

問 22 障がいのある人の人権に関することで、あなたが特に問題があると思うのはどのようなこ 

とですか。あてはまるものを３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 23 あなたは、身体障がい（※）のある人の人権が尊重されるためには、特にどのようなことが 

必要だと思いますか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「身体障がい」…肢体
し た い

不自由、視覚障がい、聴覚障がいなど身体の障がい 

※「ユニバーサルデザイン」…高齢であることや障がいの有無に関わらず、すべての人が快適に利用できる 

ように製品や建造物、生活空間などをデザインすること。 
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１  障がいのある人への理解と正しい認識を深めるため、教育・啓発を推進する 

２  相談体制を充実する 

３  医療やリハビリテーション・介護のサービスを充実させる 

   ４  就労系事業所の充実など就労支援や就労機会の確保を図る 

 ５  スポーツ・文化活動など、余暇活動への参加に配慮する 

 ６  障がいのある幼児・児童・生徒に対するきめ細やかな教育を充実する 

 ７  障がいのある人とない人との交流を促進する 

 ８  わかりやすい案内表示などについて、ユニバーサルデザインに基づいた生活環境 

の改善・整備を進める 

 ９  財産や金銭を守るため、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

（※）などの利用を促進する 

 10  家族を支えるために、家族に対して、障がいに関する情報提供を行う 

11  介助者が仕事と介助の両立ができるよう社会環境を整備する 

12  現在の施策
せ さ く

で十分であり、特に必要ない 

13  わからない 

14  その他 （                                                       ）    

  

１  障がいのある人への理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進する 

 ２  相談体制を充実する 

 ３  医療やリハビリテーション・介護のサービスを充実させる 

 ４  就労系事業所の充実など就労支援や就労機会の確保を図る 

 ５  スポーツ・文化活動など、余暇活動への参加に配慮する 

 ６  障がいのある幼児・児童・生徒に対するきめ細やかな教育を充実する 

 ７  障がいのある人とない人との交流を促進する 

 ８  財産や金銭を守るため、成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

などの利用を促進する 

９  精神科を受診することへの偏見をなくすための啓発・広報を推進する 

10  介助者が仕事と介助の両立ができるよう社会環境を整備する 

11  現在の施策
せ さ く

で十分であり、特に必要ない 

12  わからない 

13  その他 （                                                        ） 

 

問 24 あなたは、知的障がい（※）のある人の人権が尊重されるためには、特にどのようなことが 

必要だと思いますか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「知的障がい」…知的な能力が年齢相応に発達していない障がい 

 ※「成年
せいねん

後見
こうけん

制度
せ い ど

」…認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で判断能力の不十分な方々の希望 

を尊重しながら、後見人などが代わりに手続きを行うなどして支援する制度 

 

問 25 あなたは、精神障がい（※）のある人の人権が尊重されるためには、特にどのようなことが 

必要だと思いますか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「精神障がい」…統合失調症など精神面の障がい 
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１  障がいのある人への理解と正しい認識を深めるための教育・啓発を推進する 

 ２  相談体制を充実する 

 ３  医療やリハビリテーション・介護のサービスを充実させる 

 ４  就労系事業所の充実など就労支援や就労機会の確保を図る 

 ５  スポーツ・文化活動など、余暇活動への参加に配慮する 

 ６  障がいのある幼児・児童・生徒に対するきめ細やかな教育を充実する 

 ７  障がいのある人とない人との交流を促進する 

８  家族を支えるために、家族に対して、障がいに関する情報提供を行う 

９  地域や学校、企業等からの相談に対応できる体制を整備する 

10  介助者が仕事と介助の両立ができるよう、社会環境を整備する 

11  現在の施策
せ さ く

で十分であり、特に必要ない 

12  わからない 

13  その他（                                                            ） 

 

１  子ども同士での、暴力や仲間はずし、無視などのいじめ 

 ２  インターネットや無料通話アプリなどを利用した嫌がらせやいじめ 

 ３  いじめに気づいても、見て見ぬふりをしてしまうこと 

 ４  学校や部活などにおける、教師や指導者による体罰や暴言など 

 ５  保護者による育児放棄や暴力などの虐待 

 ６  大人が自分の意見を子どもに強制し、子どもの意見を尊重しない 

 ７  子どもという理由で、大人が子どものプライバシーを尊重しない 

 ８  児童買春や児童ポルノなど 

 ９  暴力や性などに関する有害な情報の氾
はん

濫
らん

 

10  特に問題だと思うことはない 

11  わからない 

12  その他（                                                           ） 

 

問 26 あなたは、発達障がい（※）のある人の人権が尊重されるためには、特にどのようなことが必

要だと思いますか。あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「発達障がい」…自閉症、注意欠陥
け っ か ん

多動性障がい、学習障がいなど対人関係、行動、学習などにお 

いて発達の偏
かたよ

りなどによる困難性がある障がい 

 

 

５．子どもの人権に関することで、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

問 27 子どもの人権に関することで、あなたが特に問題があると思うのはどのようなことですか。 

あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 
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１  子どもの人権を尊重するための教育・啓発を推進する 

 ２  子どものための相談体制を充実する 

 ３  保護者が利用できる相談・支援体制を充実する 

 ４  教職員の人権意識や指導力を向上させる 

 ５  児童虐待を防止・早期発見するため施策
せさく

を充実する 

 ６  差別やいじめを許さない子どもを育成する教育を行う 

 ７  子育てを社会全体で行うための家庭・学校・地域の結びつきを強化する 

 ８  経済的理由による教育格差を解消するための施策を充実する 

 ９  インターネットなどによる被害を防ぐため、子どもや保護者に対する情報モラル 

教育を推進する 

10  青少年の健全な育成のため有害な情報の規制を強化する 

11  子どもの人権は十分に守られており、特に必要ない 

12  わからない 

13  その他（                                                       ） 

 

 

 

１  自宅で受けることが出来る福祉サービスが十分でない 

２  医療やリハビリテーション、介護の体制が十分でない 

３  核家族化の進行や、地域のつながりが薄れたことなどにより、孤立している 

４  一人での移動が困難であり、買い物や通院などに支障がある 

5  高齢者虐待に関する相談、救済体制が十分でない 

6  年金などの収入が十分でない 

7  就労意欲がある人に対する雇用の場が少ない 

8  余暇活動などの場が少ない 

9  道路の段差や建物内の階段や住居の構造などに支障がある 

10  わからない 

  11  その他（                                                          ） 

 

問 28 あなたは、子どもの人権が尊重されるためには、特にどのようなことが必要だと思いますか。

あてはまるもの３つまでに〇をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．高齢者の人権について、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

問 29 あなたは、高齢者が暮らしていくうえで、どのようなことが特に支障となったり、問題がある 

と感じますか。あてはまるものすべてに〇をつけてください。 
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 １  電話相談所など相談機関を充実させる 

   ２  病気に関する正しい知識などの教育・啓発活動を推進する 

   ３  就職機会を確保する 

   ４  プライバシーを保護する 

   ５  生活を支援する 

   ６  治療費を援助する 

   ７  わからない 

   ８  その他（                                                            ） 

  １  家庭内での家事や育児・介護の分担 

   ２  家庭内での序列、家族や身近な人による差別発言や暴力など 

   ３  地域におけるしきたりや風習、自治会などでの役割や仕事の分担 

   ４  職場での仕事の内容やセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ） 

   ５  採用や就職、昇給や役職への昇任などの取り扱いの差 

   ６  売買春などに見られる性の商品化 

   ７  民法などの法制度や行政が行う施策 

   ８  性別による差別や人権侵害は、ほとんど存在しない 

   ９  わからない 

  10  その他（                                                          ） 

 

７．病気にかかわる人の人権について、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

問 30 あなたは、ＨＩＶ感染者やハンセン病患者、新型コロナウィルス感染症の患者、回復者等の 

人権を守るために必要な事はどのような事だと思いますか。あてはまるもの３つまでに〇を 

つけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．性別による差別について、あなたのお考えをお聞かせください。 

 

問 31 あなたは、どのような場面で、性別による差別や人権侵害が起きていると思いますか。あて 

はまるものすべてに〇をつけてください。 
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お疲れさまでした。 

質問は以上で終わりです。ご協力ありがとうございました。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


